
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢 22 世紀風土フォーラム通信 

～みんなで軽井沢の風土を磨き上げる～ 

VOL. 

６ 

2018 冬 

  2016 年 5 月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来

の軽井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 

「軽いざわざわ」は風土フォーラムの活動をお伝えするための季刊紙です。 

 

発行日：平成 30年 12月 13日 

このＰＴでは、50 年・100 年先の軽井沢を見据え、軽

井沢に集う多様な人々が共創（Co-creation）するために今

できることは何かを考えています。そのための手段とし

て、まずは地元住民、別荘所有者、来訪者などの共通の関

心事となる「防災」をテーマに共創できることについて検

討することにしました。会議では、IT の専門家から AI（人

工知能）等の技術を活用した行政サービスについての話を

聞くなど、最新の動向について研究しています。近いうち

に住民の皆さんと一緒に考えるワークショップを開催す

ることも検討しています。 

「プロジェクトチーム（ＰＴ）」は、風土フォーラム基本会議の委員数名と専門家などで構成され、基本会議で取り扱う案件の中で特に必

要性の高いものについて、研究、検討及び実践に向けた活動などを行っています。現在３つのＰＴが活動しています。 

「チームみらいえ」では、未来の軽井沢を担う子どもたち

を対象に、まちに関する興味を育み理解を深めてもらうため

の活動を行っています。その一環として昨年開催した離山登

山イベントに引き続き、今年は 10 月 28 日に「発地市庭周

辺まち歩き～ドローンで見てみよう！～」というキッズイベ

ントを開催し、楽しいひと時を過ごしました。 
 

■ドローンから見る発地 
紅葉が残る 10 月最後の日曜日、晴れ渡る空へブーンと音

を立ててドローンが上がっていくと、「おお！」という声が

あがりました。まち歩きの前に、ドローンから見下ろした今

の発地の様子と、昔の航空写真を見比べました。子どもたち

はモニターに映し出される浅間山や風越公園の運動施設、収

穫後の畑などの発地の風景を食い入るように見ていました。 
 

■発地まち歩き 
上空からの様子を見た後は、

フォトロゲイニングのゲーム要

素を取り入れたまち歩きを行い

ました。お題の写真と同じ場所

で集合写真を撮ればポイントが

ゲットできます。子どもたちに

知ってもらいたいお店や施設な 

ど 18 か所のチェックポイントの中から各班のみんなで行き

たい場所を相談してから、発地市庭を出発。約 1 時間の制限

時間内に発地市庭へ戻ってきました。今日出会った仲間と一

緒に発地の美しい風景と積み重ねられた営みを五感で感じ、

改めてその価値に気づく機会になったのではないでしょう

か。 
  
■地域の方からお話を聞く 

発地市庭にゴールした後

は、おふたりの地域の方から

昔の発地のことや野菜栽培

についての貴重なお話を聞

かせていただきました。保護

者の皆さんも熱心に耳を傾

けられ、「昔の軽井沢につい 

て知ることができて良かった」と好評でした。 

  

  今後も、子どもたちが、未来の軽井沢について考えてもら

えるきっかけづくりとなる楽しいイベントなどを随時企画

していきたいと思います。開催が決まり次第、風土フォーラ

ムのホームページやフェイスブック（裏面をご覧ください）

などでお知らせしますので、ぜひチェックしてください。皆

さんの参加をお待ちしています！ 

 チームみらいえ  発地市庭周辺のまち歩きイベントを開催しました！ 

『基本会議委員にお聞きします・・・』は紙面の都合によりお休みします。 

 観光シーズンの長い渋滞は、軽井沢の課題の一つとし

てよく取り上げられます。交通関連ＰＴでは、これまで

町などにより実施されてきた対策を踏まえつつ、渋滞問

題についての議論を進めています。11 月に行った会議で

は、町内の観光に関係のある事業者の方にも参加してい

ただき、渋滞問題について一緒に考える場を持ちました。

発展的な渋滞解消のためには、かなり大胆な施策が必要

かもしれませんが、住民の皆さんとの意見交換を目的と

したワークショップなど、このＰＴで取り組めることを

検討していきます。 

 交通関連ＰＴ  コミュニティ共創ＰＴ 



 

ご不明な点や、ご意見がありましたら、ぜひ

風土フォーラム事務局までお寄せください。 
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■軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1 

軽井沢発地市庭内 

電話・FAX：0267-45-0121 

Ｅメール：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

二次元コード： 

10 月 25 日、大賀ホールで「ラウン

ドアバウトサミット in 軽井沢」が開か

れ、全国から 600 人が参加しました。

新しい形式の環状交差点をすでに運用

しているところや、これからの導入を

検討しているところなど、それぞれの

自治体の関係者が体験報告を行い、そ

れをもとにディスカッションが展開さ

れました。軽井沢町からは、離山通りの

六本辻ラウンドアバウトについて報告

があり、狭くて複雑な交通の難所を解

決するために、多少の無理を押して踏

み切った結果、事故もなく順調に車が

流れていることが紹介され、翌日の現

地視察でも参加者から評価の声が多く

聞かれました。 

ラウンドアバウトの特徴は、信号機

でさばき切れない変則交差点の解決

策、信号待ち時間の合理的解消、災害時

の停電の際の混乱防止など様々ですが、

直角交差が原則の道路の形に代わって、

円形交差が果たす心理的変化は見逃せ

ません。タイマーでセットされた信号絶

対主義を脱して、自己判断と自己責任で

環状部分に入り、グルリと回って思う方

向に出てゆくこの方式は、角をつき合わ

す形の従来のスタイルに比べてなんと

言っても和やかです。 

ここ数年で、全国に 78 カ所も新設さ

れたという注目の高さもこうした心理

的効果が手伝っているのではないでし

ょうか。加えて六本辻では、中央島と呼

ばれる円形の中心に大きな浅間石を配

置して、景観性を高め、周辺の緑地と響

き合って、道路景観を一気に向上させま

した。サミット参加者の口コミで、こう

したデザイン性に配慮した効果が全国

に伝わって欲しいものです。 

 

 

 事務局便り  

「軽井沢 22世紀風土フォーラム」 
ホームページを開設しました！ 

これまでは風土フォーラムに関

する情報を軽井沢町ホームページ

内で発信してきましたが、今後は

新たに開設しました「軽井沢 22 世

紀風土フォーラム」ホームページ

にて情報の充実を図っていきます

ので、ぜひご覧ください。 
 
【URL】www.karuizawa22fudo.jp 
 

※紙面左下の二次元コードからもアク

セスできます。 

昨年に引き続き、11 月 20 日に風土フォーラム事務局

員が軽井沢中学校に出向き、1 年生の皆さんを対象に、こ

もれびの街講座「軽井沢グランドデザイン」を実施しまし

た。 

ほとんどの生徒の皆さんは軽井沢で生まれ育っており、

外から見る”憧れの軽井沢“の印象はないかもしれません。

そこで、「なぜ軽井沢に人が大勢くるのか？」について、

考えてもらうことにしました。まず自分の意見を自由に考

えてもらい、グループ内で話し合ってから、全体発表をし

てもらいました。 
時間が足りないくらい、たくさんの意見が発表されまし

た。中には、オリンピックで総合馬術競技やカーリング競

技が開催されたことや、軽井沢に別荘文化を生み出したア

レキサンダー・クロフト・ショー師についてなど、軽井沢

の歴史に触れた意見もありました。 

いわゆる”軽井沢ルール“をみんなで守ることにより、こ

うした軽井沢の”宝“を守ってきたこと、それ故に軽井沢が

多くの人にとって特別な存在になり続けていることを、ま

とめとしてお話ししました。そして、この先、50 年・100

年先の軽井沢はどうあればいいのか・・・今はあまり興味

を持てないかもしれませんが、いつか「なるほど！」と思

ったときに、「グランドデザイン」を思い出し、ふるさと

軽井沢の風土を守り育てる一員になってもらいたいとい

う願いを伝え、50 分間の講座を終えました。 

 【発表された主な意見】 
 
〇都会にはない、豊かな

自然がある 

〇レタスなどの美味しい

食べ物がある 

〇夏は涼しく、避暑地と

して有名 

〇浅間山の紅葉がきれい      

〇旧三笠ホテルなどの昔

の名残がある 

など 


